
(57)【要約】

　管材は、複数の個別の分離した略リング状部材が連続

して配置され、一緒に溶着または接着されて、切れ目無

く連続する管状構造体を形成している。リング状部材は

熱可塑性材料または熱硬化性材料で形成されていてもよ

い。リング状部材は可塑性材料製リング、金属製リング

、未補強の可塑性材料製リング、および／または、金属

補強された可塑性材料製リングが管状構造体の長尺部に

沿って組み立てられて、可変な撓み性と捩れ耐性を供与

することができる。管状構造体はその断面が何らかの幾

何学的形状であればよく、捩れることなく、屈曲し、捻

り、または、湾曲することができる。リング状部材は互

いに異なる曲げ弾性率をそなえている。リング状部材は

、可撓性リング状部材と剛性リング状部材とを組み合わ

せたものが、管状構造体の互いに異なる各部または区分

に沿って組み立てられている。リング状部材は金属製で

あってもよく、弾性と可撓性に富むエラストマー粘着剤

で接着することができるが、リング状部材は互いに長さ

が異なっていてもよいし、管材の一部または一区分の特

性次第で、互いに密接させて溶着されたり、互いから更
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 身 体 組 織 ま た は 身 体 空 洞 に 挿 入 す る よ う に さ れ 、 或 る 長 さ に 亘 っ て 複 数 の 可 変 特 性 で 変
動 す る 医 療 管 材 で あ っ て 、
　 複 数 の 個 別 の 分 離 し た 略 リ ン グ 状 部 材 を 備 え て お り 、 該 リ ン グ 状 部 材 は 連 続 し て 配 置 さ
れ 、 一 緒 に 溶 着 ま た は 接 着 さ れ て 、 切 れ 目 無 く 連 続 す る 管 状 構 造 体 を 形 成 す る こ と を 特 徴
と す る 、 医 療 管 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 は 熱 可 塑 性 材 料 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医
療 管 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 は 熱 硬 化 性 材 料 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医
療 管 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 製 リ ン グ 、 金 属 製 リ ン グ 、 未 補 強 の プ ラ ス チ ッ
ク 材 料 製 リ ン グ 、 お よ び 、 金 属 補 強 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク 材 料 製 リ ン グ の う ち 少 な く と も １
種 類 を 含 ん で お り 、 こ れ ら リ ン グ が 、 管 状 構 造 体 の 長 尺 部 に 沿 っ て 組 み 立 て ら れ て 、 可 変
な 撓 み 性 と 捩 れ 耐 性 を 供 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 管 状 構 造 体 は 、 捩 れ る こ と な く 、 屈 曲 し 、 捻 り 、 ま た は 、 湾 曲 す る こ と が で き る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 管 状 構 造 体 は 、 そ の 断 面 が 、 円 形 、 楕 円 形 、 矩 形 、 三 角 形 、 六 角 形 、 ま た は 、 何 ら
か の 幾 何 学 的 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 は 互 い に 異 な る 曲 げ 弾 性 率 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記
載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 は 、 可 撓 性 リ ン グ 状 部 材 と 剛 性 リ ン グ 状 部 材 と を 組 み 合 わ せ た も の が
、 前 記 管 状 構 造 体 の 互 い に 異 な る 各 部 ま た は 区 分 に 沿 っ て 組 み 立 て ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 金 属 製 リ ン グ は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 被 膜 さ れ て お り 、 エ ラ ス ト マ ー リ ン グ と 交 互 に
組 立 て ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 管 状 構 造 体 が 屈 曲 さ せ ら れ 、 捻 ら れ 、 湾 曲 さ せ ら れ る と 、 前 記 剛 性 リ ン グ 状 部 材 が
補 強 の 役 割 を 果 た し て 、 管 腔 の 寸 法 と 形 状 を 維 持 し 、 ま た 、 前 記 可 撓 性 リ ン グ 状 部 材 が 伸
び 縮 み す る よ う に 働 い て 、 捩 れ を 阻 止 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 医 療 管 材
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 は 金 属 製 で あ り 、 弾 性 と 可 撓 性 に 富 む エ ラ ス ト マ ー 粘 着 剤 で 接 着 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 は 、 互 い に 長 さ が 異 な っ て お り 、 管 材 の 一 部 ま た は 一 区 分 の 特 性 次 第
で 、 互 い に 密 接 さ せ て 溶 着 さ れ た り 、 互 い か ら 更 に 離 隔 し て 溶 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 管 状 構 造 体 を 制 御 す る た め の 二 次 管 腔 と 引 張 り ワ イ ヤ と を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 前 記 リ ン グ 状 部 材 の う ち の 少 な く と も １ 個 は 頭 端 を 切 取 っ た 形 状 に さ れ て 、 曲 げ 偏 倚 を
供 与 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 頭 端 を 切 取 っ た 形 状 の 部 材 は 、 可 撓 性 リ ン グ 状 部 材 と 剛 性 リ ン グ 状 部 材 が 交 互 に 設
け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 は 前 記 管 状 構 造 体 の 異 な る 部 分 ま た は 異 な る 区 分 の 直 径 を 変 動 さ せ て
い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 の 組 成 は 、 前 記 管 状 構 造 体 の 異 な る 部 分 、 ま た は 、 異 な る 区 分 で 変 動
し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 は 、 前 記 管 状 構 造 体 の 各 部 内 、 ま た は 、 各 区 分 内 の 好 ま し い 弾 性 率 に
従 っ て 組 立 て ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 の う ち 少 な く と も １ つ は 放 射 線 不 透 過 性 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 は 異 な る 色 か ら な り 、 前 記 管 状 構 造 体 に 沿 っ て イ ン ジ ケ ー タ と し て 動
作 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 或 る 長 さ に 亘 り 複 数 の 可 変 特 性 で 変 動 す る 医 療 管 材 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 医 療 管 材
は 複 数 の 個 別 の 分 離 し た 略 リ ン グ 状 部 材 を 備 え て お り 、 該 リ ン グ 状 部 材 は 連 続 し て 配 置 さ
れ 、 一 緒 に 溶 着 さ れ て 、 切 れ 目 無 く 連 続 す る 管 状 構 造 体 を 形 成 し て お り 、 前 記 方 法 は 、
　 支 持 部 材 ま た は 心 棒 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 連 続 配 置 で 設 置 す る 工 程 と 、
　 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 加 熱 し て 、 該 部 材 を 支 持 部 材 ま た は 心 棒 上 に 溶 着 さ せ る 工 程 と を
含 む こ と を 特 徴 と す る 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 加 熱 工 程 よ り 前 に 、 第 ２ の 支 持 部 材 ま た は 心 棒 の 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 設 置 す
る こ と で 、 後 で 、 前 記 管 状 構 造 体 に 第 ２ 管 腔 ま た は 制 御 管 材 を 形 成 す る 工 程 を 更 に 含 ん で
い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 加 熱 工 程 の 前 に 、 組 立 て が 完 了 し た リ ン グ 状 部 材 の 上 に 制 御 管 材 を 形 成 す る 工 程 を
更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 制 御 管 材 は 、 少 な く と も １ 本 の 、 ガ ラ ス 、 シ リ コ ー ン 、 熱 収 縮 性 ポ リ オ レ フ ィ ン 、
PTFE、 FEP、 金 属 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 物 質 か ら な る 管 材 を 備 え て お り 、 前 記 管 材 は 、 組
立 て が 完 了 し た リ ン グ 状 部 材 よ り も 溶 融 温 度 が 高 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 或 る 長 さ に 亘 り 複 数 の 可 変 特 性 で 変 動 す る 医 療 管 材 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 医 療 管 材
は 複 数 の 個 別 の 分 離 し た 略 リ ン グ 状 部 材 を 備 え て お り 、 該 リ ン グ 状 部 材 は 、 連 続 し て 配 置
さ れ 、 一 緒 に 溶 着 さ れ て 、 切 れ 目 無 く 連 続 す る 管 状 構 造 体 を 形 成 し て お り 、 前 記 方 法 は 、
　 支 持 部 材 ま た は 心 棒 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 連 続 配 置 で 設 置 す る 工 程 と 、
　 溶 剤 ま た は そ れ 以 外 の 化 合 物 を 用 い て 、 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 一 緒 に 支 持 部 材 ま た は 心
棒 上 に 溶 着 さ せ る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 溶 着 工 程 は 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 を 溶 剤 中 に 浸 漬 さ せ て 、 前 記 リ ン グ 状 部 材 を 溶 着 さ
せ る 工 程 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
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　 或 る 長 さ に 亘 り 複 数 の 可 変 特 性 で 変 動 す る 医 療 管 材 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 医 療 管 材
は 複 数 の 個 別 の 分 離 し た 略 リ ン グ 状 部 材 を 備 え て お り 、 該 リ ン グ 状 部 材 は 連 続 し て 配 置 さ
れ 、 一 緒 に 接 着 さ れ て 、 切 れ 目 無 く 連 続 す る 管 状 構 造 体 を 形 成 し て お り 、 前 記 方 法 は 、
　 支 持 部 材 ま た は 心 棒 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 連 続 配 置 で 設 置 す る 工 程 と 、
　 粘 着 剤 を 用 い て 、 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 一 緒 に 支 持 部 材 ま た は 心 棒 上 に 接 着 さ せ る 工 程
と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 粘 着 剤 は 光 動 性 ま た は 熱 活 性 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 エ ラ ス ト マ ー 粘 着 剤 ま た は エ ラ ス ト マ ー 分 散 液 で 前 記 管 状 構 造 体 を 被 膜 す る 工 程 を 更 に
含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 心 棒 は 身 体 空 洞 の 特 殊 領 域 に 接 近 す る た め の 予 備 成 形 さ れ た 湾 曲 部 を 備 え て い る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 心 棒 の 具 体 例 と し て は 、 収 縮 可 能 、 膨 張 可 能 、 ま た は 、 溶 融 可 能 な 心 棒 で あ っ て 、
前 記 管 状 構 造 体 の 直 径 と 管 腔 寸 法 を 変 動 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る も の が あ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 心 棒 は 電 気 分 解 可 能 な エ ポ キ シ 樹 脂 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
３ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 管 材 は 、 Ａ Ｖ 導 入 装 置 、 泌 尿 器 鞘 部 材 、 尿 管 接 近 用 鞘 部 材 、 尿 道 お よ び 膀 胱 接 近 用
鞘 部 材 、 腎 臓 接 近 用 鞘 部 材 、 尿 管 ス テ ン ト 、 套 管 針 カ ニ ュ ー レ 、 吸 引 ／ 潅 注 用 管 材 、 通 気
用 管 材 、 真 空 管 材 、 分 離 鞘 部 材 導 入 装 置 、 気 管 切 開 用 管 材 、 挿 管 用 管 材 、 消 化 管 用 管 材 、
空 腸 造 痩 管 、 体 外 逆 方 向 性 胆 管 膵 臓 造 影 カ テ ー テ ル 、 内 視 鏡 シ ャ フ ト 、 廃 液 管 、 ガ イ ド カ
テ ー テ ル 、 水 頭 症 シ ャ ン ト 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 、 血 管 再 形 成 拡 張 バ ル ー ン 、 血 管 グ ラ フ ト 、 胆
管 造 影 カ テ ー テ ル 、 血 管 血 栓 摘 出 ／ 塞 栓 切 除 カ テ ー テ ル 、 ま た は 、 中 心 静 脈 カ テ ー テ ル な
ど と し て 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 管 材 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 薄 壁 管 材 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 可 塑 材 で ワ イ ヤ を 被 膜 す る 工 程 と 、
　 心 棒 の 周 囲 に 被 膜 ワ イ ヤ を 巻 い て 複 数 の 巻 き 線 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 可 塑 材 が 溶 融 し て 複 数 の 巻 き 線 を 接 着 す る ま で 、 巻 き 線 状 の 被 膜 ワ イ ヤ を 加 熱 し 、 ワ イ
ヤ で 補 強 さ れ た 管 材 を 形 成 す る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 可 塑 材 は ポ リ ウ レ タ ン と 、 熱 可 塑 性 材 料 と 、 熱 硬 化 性 材 料 の う ち 少 な く と も １ つ を
含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 ワ イ ヤ は 、 金 属 材 と 第 ２ の 可 塑 材 の う ち 少 な く と も 一 方 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 ワ イ ヤ は 、 同 時 押 出 し 成 形 プ ロ セ ス で 、 可 塑 材 で 被 膜 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 管 材 は 肉 厚 が 、 約 0.382ｍ ｍ （ 約 0.015イ ン チ ） 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 管 材 は 内 径 が 、 約 0.660ｍ ｍ か ら 約 19.05ｍ ｍ （ 約 0.026イ ン チ か ら 約 0.75イ ン チ ）
の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 内 径 の 公 差 は 、 約 0.0254ｍ ｍ （ 約 0.001イ ン チ ） 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ３ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 被 膜 ワ イ ヤ が 加 熱 さ れ て い る 時 に 、 前 記 巻 き 線 を 圧 縮 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 巻 き 線 を 圧 縮 す る た め の 金 型 を 設 け る 工 程 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 管 材 が 低 温 化 さ れ た 後 で 、 前 記 心 棒 か ら ワ イ ヤ で 補 強 さ れ た 管 材 を 取 出 す 工 程 を 更
に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 可 塑 材 が 、 前 記 巻 き 線 の 全 部 の 上 に 、 前 記 巻 き 線 の 全 部 の 下 に 、 前 記 巻 き 線 の 全 部
の 同 士 の 間 に 形 成 さ れ て し ま う ま で 、 前 記 巻 き 線 状 の 被 膜 管 材 が 加 熱 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 溶 剤 ベ ー ス の 溶 液 中 に 前 記 管 材 を 浸 し 、 管 材 の 外 側 層 を 形 成 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 心 棒 は 先 細 り 形 状 に さ れ て 、 前 記 管 材 の 長 尺 部 全 体 に 亘 っ て 直 径 が 変 動 す る よ う な
管 材 を 設 け る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 ワ イ ヤ の 被 膜 と は 異 な る 素 材 を 含 む 線 条 を 設 け る 工 程 を 更 に 含 ん で い る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 被 膜 ワ イ ヤ の 代 用 と し て 心 棒 の 周 囲 に 線 条 を 巻 き つ け て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 心 棒 は 、 結 果 と し て 得 ら れ た 前 記 管 材 の 成 形 体 が 前 記 加 熱 工 程 の 後 で 心 棒 か ら 取 出
せ る よ う な 形 状 な ら 、 ど の よ う な 形 状 で も よ い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 心 棒 は 多 数 部 分 か ら な る 心 棒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 或 る 長 さ に 亘 っ て 複 数 の 異 な る 特 性 で 変 動 す る 、 捩 れ 耐 性 の あ る 薄 壁 管 材 の 製 造 方 法 で
あ っ て 、
　 可 塑 材 の 第 １ 層 で 心 棒 を 被 膜 す る 工 程 と 、
　 第 １ 層 の 上 に 、 ば ね 補 強 材 を 設 置 す る 工 程 と 、
　 可 塑 材 の 第 ２ 層 で 、 ば ね 補 強 材 を 被 膜 し て 、 ば ね 補 強 さ れ た 管 材 を 形 成 す る 工 程 と を 含
ん で い る こ と を 特 徴 と す る 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 第 １ 層 は 押 出 し 成 形 プ ロ セ ス で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 第 １ 層 は 成 形 プ ロ セ ス で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 第 ２ 層 は 押 出 し 成 形 プ ロ セ ス で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
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　 前 記 第 ２ 層 は 成 形 プ ロ セ ス で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 ば ね 補 強 材 は 、 金 属 材 料 と 第 ２ の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 の う ち 少 な く と も 一 方 を 含 む 予
備 的 に 巻 き 線 状 態 に さ れ た ワ イ ヤ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 ば ね 補 強 材 は 、 前 記 第 １ 層 の 周 囲 に 巻 き 線 状 態 に さ れ た 、 金 属 材 料 と 第 ２ の プ ラ ス
チ ッ ク 材 料 の う ち 少 な く と も 一 方 を 含 む ワ イ ヤ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ １ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 溶 剤 ベ ー ス の 溶 液 中 に 前 記 管 材 を 浸 し て 、 管 材 の 外 側 層 を 形 成 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 前 記 心 棒 は 先 細 り 形 状 に さ れ て 、 前 記 管 材 の 長 尺 部 全 体 に 亘 っ て 直 径 が 変 動 す る 管 材 を
設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 心 棒 は 、 結 果 と し て 得 ら れ た 前 記 管 材 の 成 形 体 が 心 棒 か ら 取 出 せ る よ う な 形 状 で あ
れ ば 、 ど の よ う な 形 状 で あ っ て も よ い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 前 記 心 棒 は 多 数 部 分 か ら な る 心 棒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 或 る 長 さ に 亘 っ て 複 数 の 異 な る 特 性 で 変 動 す る 、 捩 れ 耐 性 の あ る 薄 壁 管 材 の 製 造 方 法 で
あ っ て 、
　 可 塑 材 の 第 １ 層 で 心 棒 を 被 膜 す る 工 程 と 、
　 第 １ 層 の 上 に 、 ば ね 補 強 材 を 設 置 す る 工 程 と 、
　 溶 剤 ベ ー ス の 溶 液 中 で 、 ば ね 補 強 さ れ た 第 １ 層 を 浸 し 、 前 記 管 材 の 第 ２ 層 を 形 成 す る 工
程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 第 ２ 層 は 不 浸 透 性 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 前 記 心 棒 は 先 細 り 形 状 に さ れ て 、 前 記 管 材 の 長 尺 部 全 体 に 亘 っ て 直 径 が 変 動 す る 管 材 を
設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 前 記 心 棒 は 、 結 果 と し て 得 ら れ た 前 記 管 材 の 成 形 体 が 心 棒 か ら 取 出 せ る よ う な 形 状 で あ
れ ば 、 ど の よ う な 形 状 で あ っ て も よ い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 前 記 心 棒 は 多 数 部 分 か ら な る 心 棒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 広 義 に は 、 医 療 用 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 身 体 組 織 ま た は 身 体 空 洞
（ キ ャ ビ テ ィ ） に 挿 入 す る の に 適 し て お り 、 複 数 可 変 特 性 で 変 動 す る 医 療 管 材 と 、 そ の 製
造 方 法 に 関 連 し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 管 材 に は 、 カ テ ー テ ル 、 廃 液 管 、 接 近 ポ ー ト 、 内 視 鏡 本 体 部 な ど と し て 使 用 さ れ る
管 材 が あ る 。 各 種 の 医 療 管 材 の 要 件 は 、 用 途 で 決 ま る 。 特 に 、 医 療 管 材 の 特 定 の 長 さ は 応
用 例 ご と に 従 っ て 変 動 す る こ と が あ る 。 例 え ば 、 医 療 管 材 の 特 定 長 さ は 非 常 に 可 撓 性 に 富
み な が ら も 自 在 に 押 す こ と が で き る 必 要 が あ る 場 合 も あ れ ば 、 壁 薄 に さ れ な が ら も 、 捩 れ
耐 性 を 有 し て い る 必 要 が あ る こ と も あ る 。 更 に 、 管 材 は 、 特 殊 領 域 で の み 、 上 記 の よ う な
特 性 を 示 す 必 要 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 大 半 の 医 療 管 材 は 、 連 続 成 形 プ ロ セ ス で １ 本 の 可 塑 材 か ら 押 出 し 成 形 さ れ る 。 押 出 さ れ
る 素 材 が 押 出 し 成 形 装 置 を 出 て 低 温 化 す る 際 に 、 該 素 材 の 速 度 ま た は 張 力 を 変 え る こ と に
よ り 、 或 る 特 性 ま た は 変 化 特 性 が 付 与 さ れ る 。 し か し 、 変 化 特 性 は 、 １ 種 類 の 素 材 し か 押
し だ さ れ な い と い う 事 実 に よ っ て 限 り が あ る 。 近 年 の 押 出 し 成 形 技 術 の 進 歩 に よ り 、 多 数
の 素 材 の 同 時 押 出 し 成 形 を 行 え る よ う に な っ た 。 こ れ に よ り 、 押 出 し 成 形 さ れ る 管 材 に 利
用 可 能 な 変 形 例 が 加 わ る 。 そ れ で も 、 こ れ は 未 だ に 直 線 プ ロ セ ス で 、 押 出 し 成 形 さ れ る 素
材 の 連 続 流 れ に よ っ て 制 約 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 或 る 長 さ に 亘 っ て 複 数 の 可 変 特 性 で 変 動 す る 医 療 管 材 と 、 製 造 さ れ た 管 材 の 長
尺 部 に 沿 っ て 特 性 変 化 を 生 じ さ せ る こ と が で き る よ う に し た 管 材 製 造 方 法 と が 必 要 と な る
。 例 え ば 、 管 材 の 長 さ は 、 或 る 長 さ に 亘 っ て 剛 性 に 富 み 、 別 な 或 る 長 さ に 亘 っ て 可 撓 性 に
富 み 、 ま た 、 更 に 別 な 或 る 長 さ に 亘 っ て 、 再 度 、 剛 性 に 富 む よ う に し て も よ い 。 管 材 の 直
径 を 大 き く 変 動 さ せ る こ と が 望 ま し い こ と も あ る 。 ま た 別 な 応 用 例 で は 、 特 殊 領 域 で 、 極
度 に 捩 れ 耐 性 の あ る 管 材 が 必 要 と な る 場 合 も あ る 。 壁 を 極 薄 に し た 場 合 の 捩 れ 耐 性 は 、 現
在 の 押 出 し 成 形 プ ロ セ ス で は 、 得 る こ と が で き な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 主 と し て 、 身 体 組 織 ま た は 身 体 空 洞 に 挿 入 す る よ う に な っ た 医 療 管 材 と 、 該
管 材 の 或 る 長 さ に 沿 っ て 管 材 を 異 な っ た 風 に 変 化 さ せ る 製 造 方 法 を 目 的 と し て い る 。 本 発
明 の 一 観 点 で は 、 医 療 管 材 は 或 る 長 さ に 亘 っ て 複 数 の 可 変 特 性 で 変 動 し 、 か か る 管 材 は 、
複 数 の 個 別 の 分 離 し た 略 リ ン グ 状 部 材 が 連 続 し て 配 置 さ れ 、 一 緒 に 溶 着 ま た は 接 着 さ れ て
、 切 れ 目 無 く 連 続 す る 管 状 構 造 体 を 形 成 し て い る 。 リ ン グ 状 部 材 は 熱 可 塑 性 材 料 ま た は 熱
硬 化 性 材 料 か ら 形 成 さ れ て い て も よ い 。 リ ン グ 状 部 材 は 可 塑 材 製 リ ン グ 、 金 属 製 リ ン グ 、
未 補 強 可 塑 材 製 リ ン グ 、 お よ び ／ ま た は 、 金 属 補 強 さ れ た 可 塑 材 製 リ ン グ が 管 状 構 造 体 の
長 尺 部 に 沿 っ て 組 み 立 て ら れ て 、 可 変 な 撓 み 性 と 捩 れ 耐 性 を 供 与 す る こ と が で き る 。 管 状
構 造 体 は 、 捩 れ る こ と な く 、 屈 曲 し 、 捻 り 、 ま た は 、 湾 曲 す る こ と が で き る 。 管 状 構 造 体
は そ の 断 面 が 、 円 形 、 楕 円 形 、 矩 形 、 三 角 形 、 六 角 形 、 ま た は 、 何 ら か の 幾 何 学 的 形 状 で
あ れ ば よ い 。 リ ン グ 状 部 材 は 互 い に 異 な る 曲 げ 弾 性 率 を そ な え て い る 。 リ ン グ 状 部 材 は 、
可 撓 性 リ ン グ 状 部 材 と 剛 性 リ ン グ 状 部 材 と を 組 み 合 わ せ た も の が 、 管 状 構 造 体 の 互 い に 異
な る 各 部 ま た は 区 分 に 沿 っ て 組 み 立 て ら れ 、 管 状 構 造 体 が 屈 曲 さ せ ら れ 、 捻 ら れ 、 湾 曲 さ
せ ら れ る と 、 剛 性 リ ン グ 状 部 材 が 補 強 の 役 割 を 果 た し て 、 管 腔 の 寸 法 と 形 状 を 維 持 し 、 ま
た 、 可 撓 性 リ ン グ 状 部 材 が 伸 び 縮 み す る よ う に 働 い て 、 捩 れ を 阻 止 す る 。 リ ン グ 状 部 材 は
金 属 製 で あ っ て も よ い し 、 弾 性 と 可 撓 性 に 富 む エ ラ ス ト マ ー 粘 着 剤 で 接 着 さ れ て い て も よ
く 、 リ ン グ 状 部 材 は 互 い に 長 さ が 異 な っ て い て も よ い し 、 管 材 の 一 部 ま た は 一 区 分 の 特 性
次 第 で 、 互 い に 密 接 さ せ て 溶 着 さ れ た り 、 互 い か ら 更 に 離 隔 し て 溶 着 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 別 な 観 点 で は 、 医 療 管 材 は 、 管 状 構 造 体 を 制 御 す る た め に 、 二 次 管 腔 と 引 張 り
ワ イ ヤ と を 更 に 備 え て い る 。 リ ン グ 状 部 材 の う ち の 少 な く と も １ 個 は 頭 端 を 切 取 っ た 形 状
に さ れ て 、 曲 げ 偏 倚 を 供 与 す る よ う に な っ て い る の が 、 分 か る 。 頭 端 を 切 取 っ た 形 状 の 部
材 は 、 可 撓 性 リ ン グ 状 部 材 と 剛 性 リ ン グ 状 部 材 が 交 互 に 設 け ら れ て い る 。 本 発 明 の ま た 別
な 観 点 で は 、 リ ン グ 状 部 材 は 管 状 構 造 体 の 異 な る 部 分 ま た は 異 な る 区 分 の 直 径 お よ び ／ ま
た は 組 成 を 変 動 さ せ る こ と が で き る 。 本 発 明 の 別 な 観 点 で は 、 リ ン グ 状 部 材 の あ る も の は
放 射 線 不 透 過 性 で あ っ て も よ い し 、 或 い は 、 リ ン グ 状 部 材 は 異 な る 色 か ら な り 、 管 状 構 造
体 に 沿 っ て イ ン ジ ケ ー タ と し て 動 作 す る よ う に し て も よ い 。 本 発 明 の 医 療 管 材 の 応 用 例 に
は 、 AV導 入 装 置 、 泌 尿 器 鞘 部 材 、 尿 管 接 近 用 鞘 部 材 、 尿 道 お よ び 膀 胱 接 近 用 鞘 部 材 、 腎 臓
接 近 用 鞘 部 材 、 尿 管 ス テ ン ト 、 套 管 針 カ ニ ュ ー レ 、 吸 引 ／ 潅 注 用 管 材 、 通 気 用 管 材 、 真 空
管 材 、 分 離 鞘 部 材 導 入 装 置 、 気 管 切 開 用 管 材 、 挿 管 用 管 材 、 消 化 管 用 管 材 、 空 腸 造 痩 管 、

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-524480 A 2007.8.30



体 外 逆 方 向 性 胆 管 膵 臓 造 影 カ テ ー テ ル 、 内 視 鏡 シ ャ フ ト 、 廃 液 管 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル 、 水
頭 症 シ ャ ン ト 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 、 血 管 再 形 成 拡 張 バ ル ー ン 、 血 管 グ ラ フ ト 、 胆 管 造 影 カ テ ー
テ ル 、 血 管 塞 栓 切 除 ／ 血 栓 摘 出 カ テ ー テ ル 、 お よ び 、 中 心 静 脈 カ テ ー テ ル な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 別 な 観 点 で は 、 或 る 長 さ に 亘 り 複 数 の 可 変 特 性 で 変 動 す る 医 療 管 材 を 製 造 す る
方 法 が 開 示 さ れ る が 、 か か る 方 法 は 、 支 持 部 材 ま た は 心 棒 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 連 続
配 置 で 設 置 す る 工 程 と 、 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 加 熱 し て 、 該 部 材 を 支 持 部 材 ま た は 心 棒 上
に 溶 着 さ せ る 工 程 と を 含 ん で い る 。 本 発 明 の 方 法 は 、 加 熱 工 程 よ り 前 に 、 第 ２ の 支 持 部 材
ま た は 心 棒 の 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 設 置 す る こ と で 、 後 で 、 管 状 構 造 体 に 第 ２ 管 腔 ま
た は 制 御 管 材 を 形 成 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 。 こ の 方 法 は 、 加 熱 工 程 の 前 に 、 組 み 立 て
ら れ た リ ン グ 状 部 材 の 上 に 制 御 管 材 を 形 成 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 。 制 御 管 材 は 、 少 な
く と も １ 本 の 、 ガ ラ ス 、 シ リ コ ー ン 、 熱 収 縮 性 ポ リ オ レ フ ィ ン 、 PTFE、 FEP、 金 属 、 ま た
は 、 そ れ 以 外 の 物 質 か ら な る 管 材 を 備 え て お り 、 か か る 管 材 は 、 組 み 立 て ら れ た リ ン グ 状
部 材 よ り も 溶 融 温 度 が 高 い 。 こ の 方 法 は 、 エ ラ ス ト マ ー 粘 着 剤 ま た は エ ラ ス ト マ ー 分 散 液
で 管 状 構 造 体 を 被 膜 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 。 本 発 明 の 別 な 観 点 で は 、 心 棒 は 身 体 空 洞
の 特 殊 領 域 に 接 近 す る た め の 予 備 成 形 さ れ た 湾 曲 部 を 備 え て お り 、 か か る 心 棒 の 具 体 例 と
し て は 、 収 縮 可 能 、 膨 張 可 能 、 ま た は 、 溶 融 可 能 な 心 棒 で あ っ て 、 管 状 構 造 体 の 直 径 と 管
腔 寸 法 を 変 動 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る も の が あ り 、 こ の よ う な 心 棒 は 電 気 分
解 可 能 な エ ポ キ シ 樹 脂 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 別 な 観 点 で は 、 或 る 長 さ に 亘 っ て 複 数 特 性 で 変 動 す る 医 療 管 材 の 製 造 方 法 が 開
示 さ れ る が 、 か か る 方 法 は 、 支 持 部 材 ま た は 心 棒 の 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 連 続 配 置 で
設 置 す る 工 程 と 、 溶 剤 ま た は そ れ 以 外 の 化 学 合 成 物 を 使 っ て 支 持 部 材 ま た は 心 棒 上 に 複 数
の リ ン グ 状 部 材 を 溶 着 さ せ る 工 程 と を 含 ん で い る 。 本 発 明 の こ の 方 法 で は 、 溶 着 工 程 は 、
リ ン グ 状 部 材 を 溶 剤 に 浸 漬 し て 、 部 材 を 溶 融 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 別 な 観 点 で は 、 或 る 長 さ に 亘 っ て 複 数 特 性 で 変 動 す る 医 療 管 材 の 製 造 方 法 が 開
示 さ れ る が 、 か か る 方 法 は 、 支 持 部 材 ま た は 心 棒 の 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 連 続 配 置 で
設 置 す る 工 程 と 、 粘 着 剤 を 用 い て 支 持 部 材 ま た は 心 棒 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 を 一 緒 に 接
着 す る 工 程 と を 含 ん で い る 。 粘 着 剤 は 光 動 性 ま た は 熱 活 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 な 観 点 で は 、 薄 壁 管 材 の 製 造 方 法 が 開 示 さ れ る が 、 か か る 方 法 は 、 可 塑 材 で
ワ イ ヤ を 被 膜 す る 工 程 と 、 心 棒 の 周 囲 に 被 膜 ワ イ ヤ を 巻 い て 複 数 の 巻 き 線 を 形 成 す る 工 程
と 、 可 塑 材 が 溶 融 し て 複 数 の 巻 き 線 を 接 着 す る ま で 、 巻 き 線 状 の 被 膜 ワ イ ヤ を 加 熱 し 、 ワ
イ ヤ で 補 強 さ れ た 管 材 を 形 成 す る 工 程 と を 含 ん で い る 。 本 発 明 の こ の 方 法 で は 、 可 塑 材 は
ポ リ ウ レ タ ン と 、 熱 可 塑 性 材 料 と 、 熱 硬 化 性 材 料 の う ち 少 な く と も １ つ を 含 ん で い る 。 本
発 明 の ま た 別 な 観 点 で は 、 ワ イ ヤ は 、 金 属 材 と 第 ２ の 可 塑 材 の う ち 少 な く と も 一 方 を 含 ん
で お り 、 或 い は 、 ワ イ ヤ は 、 同 時 押 出 し 成 形 プ ロ セ ス で 、 可 塑 材 で 被 膜 さ れ る 。 本 発 明 の
こ の 方 法 は 、 被 膜 ワ イ ヤ が 加 熱 さ れ る と 、 巻 き 線 を 圧 縮 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の ま た 別 な 観 点 で は 、 こ の 方 法 は 、 成 形 に よ り 巻 き 線 を 圧 縮 す る 工 程 を 更 に 含 ん
で い る 。 こ の 方 法 は 、 管 材 が 冷 却 さ れ た 後 で 、 ワ イ ヤ で 補 強 さ れ た 管 材 を 心 棒 か ら 取 出 す
工 程 を 更 に 含 ん で い る 。 可 塑 材 が 、 巻 き 線 全 部 の 上 で 、 巻 き 線 全 部 の 下 で 、 巻 き 線 全 部 の
の 間 で 成 形 さ れ る ま で 、 巻 き 線 状 の 被 膜 さ れ た 管 材 も 加 熱 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 溶 剤 ベ ー
ス の 溶 液 中 に 管 材 を 浸 し 、 管 材 の 外 側 層 を 形 成 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 。 本 発 明 の 別 な
観 点 で は 、 心 棒 は 先 細 り 形 状 に さ れ て 、 管 材 の 長 尺 部 全 体 に 亘 っ て 直 径 が 変 動 す る よ う な
管 材 を 設 け 、 被 膜 ワ イ ヤ の 代 用 と し て 心 棒 の 周 囲 に 線 条 を 巻 き つ け て も よ く 、 心 棒 は 、 結
果 と し て 得 ら れ た 管 材 の 成 形 体 が 加 熱 工 程 の 後 で 心 棒 か ら 取 出 せ る よ う な 形 状 な ら 、 ど の
よ う な 形 状 で も よ く 、 心 棒 は 多 数 部 分 か ら な る 心 棒 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 本 発 明 の ま た 別 な 観 点 で は 、 或 る 長 さ に 亘 っ て 複 数 の 異 な る 特 性 で 変 動 す る 、 捩 れ 耐 性
の あ る 薄 壁 管 材 の 製 造 方 法 が 開 示 さ れ て お り 、 か か る 方 法 は 、 可 塑 材 の 第 １ 層 で 心 棒 を 被
膜 す る 工 程 と 、 第 １ 層 の 上 に 、 ば ね 補 強 材 を 設 置 す る 工 程 と 、 可 塑 材 の 第 ２ 層 で 、 ば ね 補
強 材 を 被 膜 し て 、 ば ね 補 強 さ れ た 管 材 を 形 成 す る 工 程 と を 含 ん で い る 。 本 発 明 の こ の 方 法
で は 、 第 １ 層 お よ び 第 ２ 層 は 各 々 が 押 出 し 成 形 プ ロ セ ス か 鋳 造 プ ロ セ ス の い ず れ か で 形 成
さ れ る 。 本 発 明 の ば ね 補 強 材 は 、 金 属 材 と 第 ２ の 可 塑 材 の う ち 少 な く と も 一 方 を 含 む 予 備
的 に 巻 き 線 状 態 に さ れ た ワ イ ヤ で あ っ て も よ い 。 本 発 明 の 方 法 は 、 溶 剤 ベ ー ス の 溶 液 中 に
管 材 を 浸 し て 、 管 材 の 外 側 層 を 形 成 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の ま た 別 な 観 点 で は 、 或 る 長 さ に 亘 っ て 複 数 の 異 な る 特 性 で 変 化 す る 、 捩 れ 耐 性
の あ る 薄 壁 管 材 の ま た 別 な 製 造 方 法 が 開 示 さ れ て お り 、 か か る 方 法 は 、 可 塑 材 の 第 １ 層 で
心 棒 を 被 膜 し 、 第 １ 層 の 上 に 、 ば ね 補 強 材 を 設 置 す る 工 程 と 、 溶 剤 ベ ー ス の 溶 液 中 に 、 ば
ね 補 強 さ れ た 第 １ 層 を 浸 し て 、 管 材 の 第 ２ 層 を 形 成 す る 工 程 と を 含 ん で い る 。 本 発 明 の こ
の 方 法 で は 、 第 ２ 層 は 不 浸 透 性 で あ り 、 心 棒 は 先 細 り 形 状 に さ れ て 、 管 材 の 長 尺 部 全 体 に
亘 っ て 直 径 が 変 動 す る 管 材 を 設 け て お り 、 心 棒 は 、 結 果 と し て 得 ら れ た 管 材 の 成 形 体 が 心
棒 か ら 取 出 せ る よ う な 形 状 で あ れ ば 、 ど の よ う な 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 医 療 管 材 が 図 １ に 例 示 さ れ て お り 、 参 照 番 号 １ ０ に よ っ て 示 さ れ て い る 。 医 療 管 材 １ ０
は 身 体 組 織 ま た は 身 体 空 洞 に 挿 入 す る よ う に な っ て い る 。 管 材 １ ０ は 近 位 端 １ ２ 、 遠 位 端
１ ４ 、 長 尺 部 、 お よ び 、 少 な く と も 1個 の 管 腔 １ ５ か ら な る 。 管 材 １ ０ は 、 複 数 の 個 別 の
非 連 続 的 な 略 リ ン グ 状 の 部 材 １ ６ が 連 続 し て 配 置 さ れ て 、 切 れ 目 無 く 続 く 管 状 構 造 体 １ ８
を 形 成 す る よ う な 構 成 に な っ て い る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 管 材 １ ０ の 、 連 続 し て 配 置 さ れ る
こ と に な る １ 個 の 略 リ ン グ 状 の プ ラ ス チ ッ ク リ ン グ １ ６ の 斜 視 図 を 示 し て い る 。 本 発 明 の
一 観 点 で は 、 リ ン グ 状 部 材 （ リ ン グ 状 要 素 ） １ ６ は 熱 可 塑 性 材 料 で 形 成 さ れ る 。 本 発 明 の
ま た 別 な 観 点 で は 、 リ ン グ 状 部 材 １ ６ は 熱 硬 化 性 材 料 で 形 成 さ れ る 。 リ ン グ 状 部 材 １ ６ は
、 連 続 し て 配 置 さ れ 、 そ の 後 で 、 熱 ま た は 化 学 反 応 に よ っ て 溶 着 ま た は 接 着 さ れ て 、 実 質
的 に 切 れ 目 無 く 続 く 形 状 を 成 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 一 連 の 個 別 の 不 連 続 の 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 管 材 は 、 捩 れ る こ と
な く 、 曲 が り 、 形 づ く ら れ 、 ま た は 、 コ イ ル 状 に 巻 く こ と が で き る こ と が 分 か る 。 特 に 、
管 材 １ ０ は そ の 長 尺 部 に 沿 っ て 複 数 の 可 変 特 性 を 備 え て い る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 複 数 の リ
ン グ 状 部 材 １ ６ を 利 用 し て 互 い に 異 な る 曲 げ 弾 性 率 を 供 与 す る こ と に よ り 、 達 成 さ れ る 。
例 え ば 、 管 材 の 長 尺 部 は 、 可 撓 性 リ ン グ 状 部 材 が 剛 性 リ ン グ 状 部 材 に よ っ て 分 離 さ れ た 構
成 に す る こ と が で き 、 す な わ ち 、 管 状 構 造 体 の 撓 む 部 分 は 管 状 構 造 体 の 剛 性 部 ま た は 半 剛
性 部 に 隣 接 し て 形 成 さ れ て 、 可 変 な 可 撓 性 を 供 与 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 構 成 に よ
り 、 よ り 柔 軟 か つ 可 撓 性 に 富 む 素 材 が 湾 曲 部 に 沿 っ て 配 置 さ れ て 伸 張 す る こ と が で き る よ
う に な る た め 、 剛 性 素 材 が 変 形 す る こ と は な い 。 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 非 常 に 剛 性 の 熱 可
塑 性 材 料 の 間 に 非 常 に 軟 質 の 生 体 適 合 性 の あ る 熱 可 塑 性 材 料 が 挟 ま れ た 構 成 に な っ て い る
。 換 言 す る と 、 リ ン グ 状 部 材 １ ６ は 、 異 な る 化 学 組 成 と 異 な る 硬 度 の ２ 個 以 上 の 互 い に 異
な る 素 材 か ら 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら が 交 互 に 溶 着 ま た は 接 着 さ れ て 、 連 続 す る 管 材 を 形
成 し 、 そ の 管 材 の 周 囲 部 分 は 交 互 に 剛 性 と 可 撓 性 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 再 度 、 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 複 数 の 可 変 特 性 を 備 え て い る 医 療 管 材 １ ０ の 製 造 プ
ロ セ ス が 例 示 さ れ て お り 、 支 持 部 材 ま た は 心 棒 ２ ０ を 使 用 す る こ と で 、 リ ン グ 状 部 材 １ ６
の 組 立 体 を 細 長 い 連 続 配 置 に 保 持 し て い る 。 特 に 、 医 療 管 材 １ ０ の 製 造 プ ロ セ ス は 、 支 持
部 材 ま た は 心 棒 ２ ０ の 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 １ ６ を 連 続 配 置 に 設 置 す る 工 程 と 、 複 数 の
リ ン グ 状 部 材 １ ６ を 加 熱 し て 、 支 持 部 材 ま た は 心 棒 ２ ０ の 上 に リ ン グ 状 部 材 を 溶 着 す る 工
程 と を 含 ん で い る 。 ま た 別 な 管 腔 が 、 成 形 さ れ た 管 状 構 造 体 １ ８ に 組 み 込 ま れ 、 該 構 造 体
は 、 例 え ば 、 細 長 い ワ イ ヤ な ど と 一 緒 に 管 腔 を 維 持 す る 。 次 に 、 配 置 ま た は 組 立 て が 完 了
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し た リ ン グ 状 部 材 １ ６ は 加 熱 さ れ 、 リ ン グ 状 部 材 １ ６ は 心 棒 ２ ０ の 上 に 溶 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 別 な 観 点 で は 、 熱 を 加 え る 前 に 、 配 置 ま た は 組 立 て が 完 了 し た リ ン グ 状 部 材 １
６ の 上 に 制 御 管 を 設 置 す る こ と が 考 え ら れ る 。 制 御 管 は ガ ラ ス 、 シ リ コ ー ン 、 熱 収 縮 可 能
ポ リ オ レ フ ィ ン 、 PTFE、 FEP、 金 属 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 素 材 か ら な る 管 材 で あ れ ば よ い
が 、 か か る 素 材 は 組 立 て 完 了 後 の リ ン グ 状 部 材 １ ６ よ り も 溶 融 温 度 が 高 い 。 制 御 管 と 組 立
て 完 了 後 の リ ン グ 状 部 材 １ ６ が 炉 内 に 設 置 さ れ る と 、 可 塑 材 の リ ン グ 状 部 材 １ ６ が 溶 着 し
合 う ま で 、 シ リ コ ー ン 制 御 管 は 組 立 て 完 了 し た リ ン グ 状 部 材 １ ６ の 上 に 被 せ ら れ る 。 こ れ
に 代 わ る 例 と し て 、 熱 可 塑 性 材 料 の リ ン グ 状 部 材 １ ６ が 溶 着 し 合 う ま で 、 心 棒 ２ ０ が 加 熱
さ れ る よ う に し て も よ い 。 制 御 管 と 心 棒 （ 単 数 ま た は 複 数 ） ２ ０ は 、 後 で 管 材 １ ０ か ら 取
出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の ま た 別 な 観 点 で は 、 リ ン グ 状 部 材 １ ６ は 、 内 径 ま た は 外 径 の い ず れ か 一 方 の 部
分 、 或 い は 、 内 径 と 外 径 の 両 方 の 組 み 合 わ せ 部 分 が 、 心 棒 ２ ０ と 一 緒 に な っ た 熱 可 塑 性 材
料 ま た は 付 与 さ れ た 熱 硬 化 性 材 料 か ら 成 る 。 シ リ コ ー ン 管 材 の 圧 縮 ス リ ー ブ が 構 造 体 に 被
せ ら れ 、 加 熱 さ れ る か 、 ま た は 、 硬 化 で き る よ う に さ れ る か 、 い ず か の 処 理 を 受 け る 。 結
果 と し て 得 ら れ た 製 品 は 、 圧 縮 ス リ ー ブ が 除 去 さ れ て し ま う と 、 撓 み 性 と 展 性 に 非 常 に 富
み 、 そ れ で い て 、 驚 く べ き 柱 強 度 を 備 え て い る 。 こ の 構 造 と そ の 変 形 例 は 、 展 性 シ ャ フ ト
把 持 装 置 な ど に 適 用 で き る 。 ま た 別 な 観 点 で は 、 入 れ 子 式 ば ね が 多 様 な タ イ プ の Ｕ 字 型 ジ
ョ イ ン ト と 置 換 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に 代 わ る も の と し て 、 本 発 明 の プ ロ セ ス は 、 次 の よ う な 熱 硬 化 性 材 料 で 達 成 さ れ る
。 ば ね ワ イ ヤ が 所 望 の ピ ッ チ で 心 棒 上 に 巻 か れ る 。 次 に 、 そ れ が シ リ コ ー ン の よ う な 熱 硬
化 性 材 料 で 被 膜 さ れ る 。 次 い で 、 シ リ コ ー ン の 圧 縮 管 が ば ね ワ イ ヤ の 上 に 被 せ ら れ 、 こ の
組 立 体 を 硬 化 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。 更 に 、 管 は シ リ コ ー ン 管 と 心 棒 か ら 取 り 外
さ れ る 。 ば ね は 事 前 に 巻 か れ て い て も よ い し 、 熱 可 塑 性 材 料 を 流 動 さ せ る の に 必 要 な 熱 に
耐 え ら れ な い よ う な ス チ ー ル 以 外 の 各 種 素 材 か ら 作 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の ま た 別 な 観 点 で は 、 プ ロ セ ス 全 体 が 、 同 じ 結 果 を 達 成 す る の に 反 対 の 態 様 で 達
成 さ れ て も よ い 。 こ れ は 、 同 時 押 出 し 成 形 さ れ る ワ イ ヤ を 事 前 に ば ね 状 に 巻 い て か ら 所 望
の 直 径 の 管 の 中 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 実 施 す る こ と が で き る 。 ば ね コ イ ル を 加 圧 す る た
め の バ ル ー ン ま た は そ れ 以 外 の 同 様 の メ カ ニ ズ ム が 心 棒 と し て 内 径 部 分 に 挿 入 さ れ 、 組 立
体 が 加 熱 さ れ る 。 そ の 結 果 、 圧 縮 部 材 が 内 側 に き て 、 静 止 部 材 が 外 側 に く る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 多 種 類 の 低 摩 擦 面 で 心 棒 を 被 膜 す る こ と で 仕 上 げ の 済 ん だ 管 の 取 出 し を 助 け る こ と が 分
か る 。 例 え ば 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 被 膜 （ テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） ・ コ ー テ ィ ン グ ） や 、
多 様 な 金 型 剥 離 剤 が 有 効 で あ る と 分 か っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 多 数 管 腔 も 、 本 発 明 の 溶 着 プ ロ セ ス ま た は 接 着 プ ロ セ ス に 容 易 に 含 め る こ と が で き る 。
こ れ は 、 多 数 の 方 法 で 達 成 す る こ と が で き る 。 第 １ の 方 法 は 、 曲 が り く ね っ た 心 棒 に 溝 を
設 け 、 溝 に ス テ ン レ ス 管 を 埋 め る こ と で あ る 。 前 と 同 様 、 心 棒 上 に 曲 が り く ね っ た 押 出 し
成 形 材 を 設 置 す る 。 結 果 と し て 得 ら れ た 組 立 体 が 取 り 外 さ れ る と 、 ス テ ン レ ス 管 が ワ イ ヤ
押 出 し 成 形 材 の 可 塑 材 中 に 埋 設 さ れ る こ と に な る 。 多 数 管 腔 を 達 成 す る ま た 別 な 方 法 は 、
別 個 の 複 数 心 棒 を ワ イ ヤ 押 出 し 成 形 材 で 巻 い て か ら 、 各 心 棒 の 周 囲 に 個 別 に シ リ コ ン 圧 縮
ス リ ー ブ を 設 置 す る 代 わ り に 、 心 棒 を 含 む 組 立 体 を 互 い に 隣 合 わ せ に 並 べ て 置 き 、 そ れ ら
両 方 の 上 に 圧 縮 ス リ ー ブ を 被 せ る 。 心 棒 を 多 様 な 形 状 に し て 、 結 果 と し て 得 ら れ た 管 の 内
側 の 形 状 と 外 側 の 形 状 が 異 な る 管 腔 を 設 け る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う な コ ン セ プ ト の
も う １ つ 別 な バ ー ジ ョ ン は 、 心 棒 と 心 棒 の 間 の 可 塑 材 （ ま た は 、 非 可 塑 材 で も 同 様 に 作 用
す る と 思 わ れ る ） の ス ト リ ッ プ ま た は 押 出 し 成 形 材 と そ れ ら 心 棒 を 組 立 て る と 、 組 立 て 完
了 し た 心 棒 は そ の 周 囲 に 押 出 し 成 形 ワ イ ヤ が 巻 き つ け ら れ た 状 態 に な る 。 次 に 、 組 立 体 は
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溶 着 ま た は 接 着 さ れ て 、 心 棒 と 心 棒 の 間 の 可 塑 材 が 非 常 に 薄 い 壁 と な っ て 管 腔 を 形 成 す る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 複 数 管 腔 を カ テ ー テ ル の 主 要 管 腔 の 外 部 ま た は 内 部 に 設 け る こ と が で
き る こ と が 分 か る 。 カ テ ー テ ル の 全 体 寸 法 に つ い て 途 方 も な い 利 点 が 達 成 さ れ る の は 、 壁
厚 が 一 定 に 保 た れ て い る こ と を 要 件 と す る 従 来 の 押 出 し 成 形 技 術 と は 異 な り 、 本 発 明 の カ
テ ー テ ル の 壁 は 局 所 的 肉 厚 を 増 す こ と が で き る ば か り か 、 複 数 の 長 尺 部 や 複 数 区 分 を 異 な
る 素 材 か ら 作 る こ と が で き る よ う に な っ て い る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ る 管 材 は 、 極 度 に 肉 厚 が 薄 く な っ て い る 区 分 を 設 け た 構 成 に な
っ て い て も よ い 点 で 、 特 に ユ ニ ー ク で あ る 。 図 １ か ら 図 ６ は 、 管 の 直 径 と 管 の 肉 厚 と の 間
の 関 係 を 例 示 し て い る 。 通 常 、 径 が 大 き く （ 5.08ｍ ｍ 以 上 ： 0.200イ ン チ 以 上 ） 、 壁 が 非
常 に 薄 い （ 0.381ｍ ｍ 以 下 ： 0.015イ ン チ 以 下 ） で あ る 管 材 は 、 曲 げ ら れ 、 コ イ ル 状 に さ れ
、 捻 ら れ る と 、 極 度 に 捩 れ る 。 し か し 、 本 発 明 に 従 っ て 構 築 さ れ た 管 材 は 同 じ 状 況 で も 捩
れ る こ と は な く 、 と い う の も 、 主 要 な 剛 性 材 を 変 形 さ せ ず に 、 柔 素 材 が 曲 げ ら れ る か ら で
あ る 。 管 材 が 曲 げ ら れ 、 形 を つ く ら れ 、 湾 曲 さ れ る と 、 剛 性 材 が 補 強 材 と し て 作 用 し て 管
腔 の 寸 法 と 形 状 を 保 つ が 、 柔 素 材 は 長 い 弧 に 沿 っ て 伸 び て 、 短 い 弧 に 沿 っ て 圧 縮 す る の が
分 か る 。 薄 壁 管 材 に 沿 っ て 正 常 に 蓄 積 さ れ て 管 材 を 捩 れ さ せ る 応 力 は 本 発 明 の 複 合 構 造 に
吸 収 お よ び 分 散 さ れ る た め 、 管 材 が 捩 れ る こ と は な い 。 捩 れ の な い 管 材 は 、 壁 厚 対 直 径 の
割 合 が ２ ０ ： １ を 超 過 し て 構 成 さ れ 、 こ の 割 合 は 標 準 的 な 押 出 し 成 形 で は 不 可 能 で あ る 。
ワ イ ヤ コ イ ル で 補 強 さ れ た 管 材 に よ り 、 管 材 は 非 常 に 薄 壁 に し て 作 成 す る こ と が で き る 。
直 径 対 壁 の 高 い 割 合 も 、 ワ イ ヤ コ イ ル を 使 っ て 押 出 し 成 形 さ れ た 管 を 補 強 す る 場 合 に は 、
達 成 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 ワ イ ヤ 補 強 材 は ヒ ス テ リ シ ス を 生 じ 、 付 加 的 な 管 腔 を 形
成 す る の に 問 題 を 生 じ さ せ る 。 更 に 、 管 材 の 形 成 は 切 れ 目 無 く 連 続 す る 形 態 で 実 施 さ れ る
が 、 管 材 の 長 尺 部 に 沿 っ た 特 殊 領 域 に お け る 変 動 に つ い て は 斟 酌 し な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 別 な 実 施 形 態 で は 、 複 数 の 可 変 特 性 を 備 え た 医 療 管 材 １ ０ の 製 造 方 法 が 開 示 さ
れ る が 、 か か る 方 法 は 、 支 持 部 材 ま た は 心 棒 ２ ０ の 上 に 複 数 の リ ン グ 状 部 材 １ ６ を 連 続 す
る 配 置 で 設 置 す る 工 程 と 、 支 持 部 材 ま た は 心 棒 ２ ０ 上 の 複 数 の リ ン グ 状 部 材 １ ６ を 溶 剤 ま
た は そ れ 以 外 の 化 合 物 を 用 い て 溶 着 さ せ る 工 程 と を 含 ん で い る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 形 態
は 、 溶 剤 を 使 用 し て 多 様 な リ ン グ 状 部 材 １ ６ を 一 緒 に 溶 着 さ せ て 、 切 れ 目 な く 連 続 す る 管
状 構 造 体 １ ８ を 形 成 す る こ と を 思 量 し て い る 。 リ ン グ 状 部 材 １ ６ は 支 持 部 材 ま た は 心 棒 ２
０ の 上 に 所 望 の 順 序 で 配 置 さ れ 、 ま た は 、 組 立 て ら れ て 、 特 殊 な 応 用 例 に 備 え て い る 。 次
い で 、 組 立 て が 完 了 し た 部 材 に 溶 剤 が 付 与 さ れ て 、 こ れ ら 部 材 が 一 緒 に 溶 融 さ れ て 、 切 れ
目 無 く 連 続 す る 或 る 長 さ の 管 材 を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。 本 発 明 の ま た 別 な 観 点 で は
、 組 立 て が 完 了 し た 部 材 １ ６ は 溶 剤 に 浸 漬 さ れ て 、 部 材 が 溶 融 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の ま た 別 な 実 施 形 態 で は 、 粘 着 剤 を 使 用 し て 多 様 な リ ン グ 状 部 材 １ ６ を 粘 着 し 、
切 れ 目 無 く 連 続 す る 管 状 構 造 体 １ ８ を 形 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 熱 活 性 粘 着 剤 は リ
ン グ 状 部 材 と し て 形 成 さ れ 、 剛 性 リ ン グ 状 部 材 １ ６ と 可 撓 性 リ ン グ 状 部 材 １ ６ の 各 々 の 間
に 設 置 さ れ る 。 熱 が 付 与 さ れ る と 、 粘 着 剤 は 活 性 化 さ れ 、 リ ン グ 状 部 材 １ ６ は 接 着 さ れ る
。 ま た 別 な 観 点 で は 、 光 動 性 粘 着 剤 を 使 用 し て リ ン グ 状 部 材 １ ６ を 接 着 す る こ と が で き る
。 こ の よ う な 粘 着 剤 の 一 例 は 、 紫 外 線 光 を 付 与 す る こ と に よ り 硬 化 さ れ る エ ポ キ シ で あ る
。 そ れ 以 外 の 粘 着 剤 は 、 シ ア ノ ア ク リ レ ー ト や 多 様 な ラ バ ー セ メ ン ト な ど が あ り 、 特 殊 な
効 果 を 達 成 す る た め に 使 用 さ れ る 。 本 発 明 の ま た 別 な 観 点 は 、 シ リ コ ー ン ま た は そ れ 以 外
の エ ラ ス ト マ ー 粘 着 剤 の よ う な 、 弾 性 と 可 撓 性 に 富 む ラ バ ー 状 の 粘 着 剤 を 使 用 し て 、 剛 性
の リ ン グ 状 部 材 １ ６ を 一 緒 に 接 着 す る こ と を 思 量 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 普 通
な ら 直 径 が 大 き い 薄 壁 管 材 を 捩 じ ら せ る 力 を 接 着 剤 が 吸 収 お よ び 分 散 さ せ る こ と が で き る
と と も に 、 管 腔 の 形 状 を 維 持 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 一 連 の 剛 性 リ ン グ 状 部 材 が 心 棒
の 上 に 緩 く 組 立 て ら れ 、 或 い は 、 成 形 さ れ て 、 後 で 、 エ ラ ス ト マ ー 粘 着 剤 ま た は 分 散 剤 で
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被 膜 さ れ る 。 剛 性 リ ン グ 状 部 材 間 を 流 動 す る エ ラ ス ト マ ー 粘 着 剤 が 剛 性 部 材 間 に 弾 性 と 可
撓 性 に 富 む 領 域 を 形 成 す る 。 代 替 の 実 施 形 態 は 、 心 棒 の 上 に 組 立 て ら れ た 後 で 弾 性 と 可 撓
性 に 富 む 粘 着 剤 で 一 緒 に 接 着 さ れ る 複 数 の 金 属 リ ン グ の 使 用 を 思 量 し て い る 。 こ の よ う な
構 成 の 曲 げ 特 性 は 、 金 属 製 の リ ン グ 状 部 材 の 長 さ を 変 動 さ せ る こ と に よ り 付 与 さ れ る 。 例
え ば 、 半 剛 性 部 分 は 、 可 撓 性 部 分 の 金 属 製 リ ン グ 状 部 材 と 比 較 し て 長 い 金 属 製 リ ン グ 状 部
材 か ら 成 っ て い る 。 可 撓 性 部 分 の 金 属 性 リ ン グ 状 部 材 は よ り 短 く て 、 曲 げ 半 径 を 密 で 小 さ
く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 管 材 と そ の 製 造 プ ロ セ ス は 、 押 出 し 成 形 に 勝 る 顕 著 な 利 点 を 提 供 す る が 、 そ れ
は 、 高 感 度 の 可 撓 性 部 分 を 補 強 す る こ と が で き る 一 方 で 、 感 度 の 劣 る 領 域 は 独 立 し て 存 在
す る か 、 未 補 強 の ま ま に す る こ と が で き る 。 更 に 、 管 材 の 一 部 し か 可 撓 性 で は な く 、 他 の
部 分 が 剛 性 ま た は 半 剛 性 で あ る よ う な 多 数 の 医 療 応 用 例 が 存 在 す る 。 一 部 は 非 常 に 柔 ら か
く な け れ ば い け な い が 、 同 時 に 圧 縮 不 能 で 捩 れ る こ と が な い よ う に し な け れ ば な ら ず 、 し
か も 、 曲 が り く ね っ た 管 腔 を 通 っ て 誘 導 す る こ と が で き る の に 十 分 な 剛 性 を 備 え た 部 分 を
有 し て い な け れ ば な ら な い 応 用 例 も あ る 。 互 い に 相 容 れ な い 複 数 の 要 件 を 持 つ 具 体 例 と し
て 、 内 視 鏡 シ ャ フ ト 、 泌 尿 器 カ テ ー テ ル 、 胆 管 カ テ ー テ ル 、 血 管 カ テ ー テ ル が あ る が 、 こ
れ ら に つ い て は 後 段 で 更 に 説 明 す る 。 こ の よ う な 装 置 の 大 半 が 、 大 型 主 要 管 腔 と １ 本 以 上
の 二 次 管 腔 と 非 常 に 可 撓 性 に 富 む 部 分 と を 設 け た 壁 薄 管 材 の 恩 恵 を 得 て お り 、 非 常 に 可 撓
性 に 富 む 部 分 は 、 二 次 管 腔 内 の 引 張 り ワ イ ヤ ま た は ケ ー ブ ル に よ っ て 制 御 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 別 な 実 施 形 態 に よ る 管 材 ３ ０ の 或 る 長 尺 部 が 、 交 互 の リ ン
グ 状 部 材 ３ ２ を 設 け ら れ て い る の が 例 示 さ れ て お り 、 こ れ ら 部 材 は 好 ま し い 曲 げ 偏 倚 （ 曲
げ 付 勢 ： 曲 げ バ イ ア ス ） ３ ６ を 供 与 す る よ う に 成 形 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 剛 性
の 高 い ほ う の リ ン グ 状 部 材 ３ ２ ａ は 頭 端 が 切 り 落 と さ れ た 形 状 、 す な わ ち 、 楔 形 形 状 に さ
れ て 、 剛 性 の 低 い ほ う の リ ン グ 状 部 材 ３ ２ ｂ も 同 様 で あ る 。 頭 端 が 切 り 落 と さ れ た 形 状 ま
た は 楔 形 形 状 の 部 材 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ を 交 互 に 配 置 し た 好 ま し い 構 成 は 、 好 ま し い 曲 げ 偏 倚
３ ６ を 供 与 す る 。 換 言 す る と 、 剛 性 の 低 い ほ う の 部 分 に 隣 接 し て い る 可 撓 性 の 高 い ほ う の
部 分 は 、 剛 性 の 高 い 部 分 に 隣 接 し て い る 可 撓 性 の 低 い 部 分 の 反 対 側 に 位 置 し て お り 、 圧 縮
負 荷 が 加 え ら れ る と 、 可 撓 性 が 大 き い ほ う の 部 分 が 存 在 す る 側 に 向 か っ て 偏 倚 を 供 与 す る
。 引 張 り 負 荷 が 付 与 さ れ た 場 合 に は 、 反 対 の こ と が 起 こ る 。 図 面 で 分 か る よ う に 、 偏 倚 配
置 は 、 不 連 続 の 個 別 の リ ン グ 状 部 材 の 剛 性 配 置 ま た は 半 剛 性 配 置 に 隣 接 し て 形 成 さ れ る 。
図 ８ は 、 図 ７ の 曲 げ 偏 倚 を 設 け た 管 材 の 端 面 図 を 例 示 し て い る 。 図 ９ お よ び 図 １ ０ は 、 本
発 明 の 別 な 実 施 形 態 に 従 っ て そ れ ぞ れ に 真 っ 直 ぐ な 状 態 と 曲 が っ た 状 態 に あ る ワ イ ヤ リ ン
グ で 補 強 し た 管 材 の 側 面 図 で あ り 、 図 １ １ は 図 ９ の ワ イ ヤ リ ン グ で 補 強 し た 管 材 の 端 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 管 材 ４ ０ の 或 る 長 尺 部 が 第 １ の 直 径 ４ ２ と 少 な く と も 第 ２ の 直 径
４ ４ を 有 し て い る が 例 示 さ れ て い る 。 互 い に 異 な る 複 数 の 直 径 は 、 心 棒 を 成 形 し て 部 材 ４
６ を 一 緒 に 溶 融 し て 切 れ 目 無 く 連 続 す る 管 材 を 形 成 す る 際 に 、 多 様 な リ ン グ 状 部 材 ４ ６ を
組 立 て た 結 果 で あ る 。 小 さ い ほ う の 素 材 、 大 き い ほ う の 素 材 、 柔 ら か い ほ う の 素 材 、 硬 い
ほ う の 素 材 を 多 数 の 異 な る 配 置 し て 組 立 て る や り 方 は 何 通 り で も で き る こ と が 分 か る 。 更
に 、 組 立 て 完 了 後 の 管 材 の 長 尺 部 に 沿 っ て イ ン ジ ケ ー タ 部 材 す な わ ち 放 射 線 不 透 過 性 部 材
が 組 立 て ら れ る と 、 多 様 に 着 色 し た 部 材 の 配 置 が で き あ が る 。 例 え ば 、 管 材 の 剛 性 部 分 が
特 殊 な 径 で 特 殊 な 長 さ に 作 ら れ た の に 続 い て 、 第 ２ の 径 （ 第 １ の 径 よ り 大 き い か 小 さ い ）
で 半 剛 性 部 分 が 作 ら れ 、 さ ら に そ の 続 き に 、 第 ３ の 径 （ 第 ２ の 径 よ り 大 き い か 小 さ い ） で
可 撓 性 の 非 常 に 高 い 部 分 が 作 ら れ 、 そ れ に 続 い て 、 第 ４ の 径 （ 第 ３ の 径 よ り 大 き い か 小 さ
い ） で 剛 性 ま た は 半 剛 性 の 部 分 が 作 ら れ る よ う に な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 は ま た 、 心 棒 の 使 用 と 、 湾 曲 形 状 や 、 そ れ 以 外 の 、 多 様 な 用 途 に 適 う 複 数 の 有 用
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な 形 や 形 状 部 を も 思 量 し て い る 。 例 え ば 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル は 、 肉 体 の 特 殊 な 解 剖 学 的 領
域 に 接 近 す る た め に 事 前 に 形 成 さ れ た 湾 曲 部 を 設 け て 構 成 さ れ る 。 心 棒 ま た は 形 状 部 は 収
縮 可 能 、 膨 張 可 能 、 溶 融 可 能 、 な ど と い っ た 特 性 を 持 ち 、 管 状 本 体 部 が 多 様 な 直 径 と 管 腔
寸 法 で 設 け ら れ る よ う に し て い る 。 一 例 と し て 、 心 棒 ま た は 形 状 部 は 電 気 分 解 可 能 な エ ポ
キ シ 樹 脂 か ら 構 成 さ れ て い て も よ い 。 心 棒 ま た は 形 状 部 は 、 電 気 衝 撃 が 印 加 さ れ る ま で は
、 形 状 を 維 持 し た ま ま で あ る 。 素 材 は 、 電 気 エ ネ ル ギ ー の 印 加 時 に 分 離 し 、 管 状 本 体 部 内
に 複 雑 な 管 腔 の 形 状 を 残 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 薄 壁 管 材 の 製 造 プ ロ セ ス の ま た 別 な 一 例 を 以 下 に 示 す 。
　 （ １ ） 第 一 に 、 ス チ ー ル の 心 棒 が 機 械 加 工 に よ り 意 図 し た 管 の 内 径 ま た は 形 状 に 一 致 さ
せ ら れ る 。
　 （ ２ ） 第 二 に 、 例 え ば 直 径 が 、 約 0.152ｍ ｍ （ 約 0.006イ ン チ ） の ス テ ン レ ス 鋼 は 、 そ の
上 に ポ リ ウ レ タ ン の 層 が 同 時 押 出 し 成 形 さ れ て 、 結 果 と し て 、 約 0.508ｍ ｍ （ 約 0.020イ ン
チ ） の 直 径 と な る 。
　 （ ３ ） 同 時 押 出 し 成 形 さ れ た ワ イ ヤ は 心 棒 の 長 尺 部 の 周 囲 に 密 に 巻 か れ て 、 そ の 両 端 は
、 結 果 と し て 生 じ た コ イ ル が 巻 き 戻 ら な い よ う に 固 着 さ れ る 。
　 （ ４ ） 第 四 に 、 巻 き つ け ら れ た コ イ ル の 外 径 （ O.D.） よ り も 小 さ い 内 径 （ I.D.） の シ リ
コ ー ン 管 材 が 組 立 体 の 全 体 に 被 せ ら れ て 、 巻 き 線 状 の コ イ ル を 完 全 に 覆 う よ う に す る 。
　 （ ５ ） 第 五 に 、 組 立 体 は 炉 の 中 に 設 置 さ れ 、 摂 氏 約 180度 で 15分 な い し 30分 放 置 さ れ る
（ こ れ は 、 成 形 材 料 ペ レ サ ン （ Pellethane） 向 け の 処 理 。 他 の 可 塑 材 は 異 な る パ ラ メ ー タ
を 要 す る ） 。
　 （ ６ ） 第 六 に 、 組 立 体 は 炉 か ら 取 り 出 さ れ 、 低 温 化 さ れ る 。 組 立 体 が 低 温 に な っ た ら 、
シ リ コ ー ン 鞘 部 材 を 取 り 出 す 。
　 （ ７ ） 第 七 に 、 巻 き 線 状 コ イ ル が 心 棒 か ら 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の プ ロ セ ス の 結 果 と し て 、 肉 厚 が 、 約 0.381ｍ ｍ （ 約 0.015イ ン チ ） の 管 材 と 、 そ こ に
埋 設 さ れ た ス テ ン レ ス ワ イ ヤ の 補 強 コ イ ル が 得 ら れ る 。 こ の 管 材 は 現 実 に 捩 れ る こ と が な
く 、 内 径 面 と 外 径 面 が 非 常 に 平 滑 で あ る 。 更 に 、 心 棒 は 先 細 り 状 に さ れ て 、 管 材 に は 一 方
端 か ら 他 方 端 ま で 可 変 径 が 供 与 さ れ る 。 こ れ 以 外 の 具 体 例 で は 、 結 果 と し て 生 じ た 管 材 の
物 理 的 特 性 は ワ イ ヤ の 直 径 、 同 時 押 出 し 成 形 さ れ る 可 塑 材 の 径 、 ワ イ ヤ や 化 合 物 の よ う な
可 塑 材 の 種 類 と 特 性 、 硬 度 を 変 動 さ せ る こ と に よ り 調 節 す る こ と が で き る 。 管 材 の 内 径 に
つ い て 保 有 さ れ る 公 差 は 非 常 に 大 き く 、 約 0.0254ｍ ｍ （ 約 0.001イ ン チ ） 以 下 で あ る 。 外
径 の 公 差 は こ れ に 匹 敵 す る 。 こ の プ ロ セ ス に つ い て の 直 径 範 囲 は 極 め て 大 き い 。 基 本 型 を
作 成 す る 場 合 の 内 径 範 囲 は 、 約 0.660ｍ ｍ か ら 約 19.05ｍ ｍ （ 0.026イ ン チ か ら 0.75イ ン チ
） で あ り 、 ワ イ ヤ の 直 径 の 範 囲 は 、 約 0.102ｍ ｍ か ら 約 0.203ｍ ｍ （ 0.004イ ン チ か ら 0.008
イ ン チ ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ２ 種 以 上 の 互 い に 異 な る 種 類 の ワ イ ヤ ／ 可 塑 材 押 出 し 成 形 材 が 一 緒 に 巻 か れ て 、 ワ イ ヤ
は こ の プ ロ セ ス の 働 き で 必 要 要 件 で は な い 。 こ の プ ロ セ ス は 、 押 出 し 成 形 ま た は 伝 統 的 鋳
造 に よ っ て 実 践 で き な い 、 ま た は 、 得 る こ と の で き な い 寸 法 ま で 薄 く し た 壁 の 管 材 を 成 形
す る の に は 有 用 と な る 。 心 棒 は 丸 み 付 け す る 必 要 が な く 、 同 じ 心 棒 の 上 に 丸 い 成 形 物 と 丸
く な い 成 形 物 の 両 方 を 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 主 た る 要 件 は 、 加 熱 サ イ ク ル が 終 了 す る と 、 結 果 と し て 生 じ る 成 形 体 を 心 棒 か ら 取 り 外
す こ と が で き る 点 で あ る 。 普 通 で は 稀 な 形 状 を 利 用 す る 場 合 、 こ れ は 、 分 離 心 棒 や 犠 牲 辛
抱 な ど 、 例 え ば 、 酸 の 中 で 溶 融 さ せ る こ と に よ っ て 取 り 外 す こ と が で き る 心 棒 を 使 っ て 達
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 次 の よ う な 製 品 を 構 築 す る 際 に 適 用 さ れ る が 、 全 部 を 構 築 す る の で は
な い に し て も 、 少 な く と も 一 部 を 構 築 す る 際 を 含 む 。
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　 １ ． 　 Ａ Ｖ 導 入 装 置 ： 　 こ の よ う な 装 置 は 血 管 へ 接 近 す る た め に 使 用 さ れ る 。 先 行 技 術
の Ａ Ｖ 導 入 装 置 は 、 通 例 、 約 50.8ｍ ｍ か ら 約 76.2ｍ ｍ （ 約 ２ イ ン チ ～ 約 ３ イ ン チ ） の 長 さ
の 通 例 は か な り 厚 い 壁 を 廻 ら せ た フ ル オ ロ ポ リ マ ー で あ る 。 本 発 明 の Ａ Ｖ 導 入 装 置 は 肉 厚
を 減 じ て お り 、 同 時 に 、 捩 れ 耐 性 を 増 大 さ せ て い る 。 血 管 外 科 医 も こ の よ う な 装 置 の も っ
と 長 い も の を 使 っ て 、 血 管 系 の 多 様 な 部 分 に 接 近 し 、 こ の よ う な 鞘 部 材 を 使 っ て 多 様 な 医
薬 を 注 入 し 、 或 い は 、 鞘 部 材 を 器 具 の 導 入 と 取 出 し 用 の 高 速 路 と し て 利 用 し て い る 。 こ の
よ う な 長 い 導 入 装 置 は 長 さ が 70セ ン チ メ ー ト ル 以 上 あ っ て 、 本 発 明 の Ａ Ｖ 導 入 装 置 が 提 供
し 得 る 、 よ り 高 い 捩 れ 耐 性 と 可 撓 性 に よ っ て 、 信 じ ら れ な い 利 益 を 得 て い る 。 特 に 、 本 発
明 の 鞘 部 材 は 内 部 は も と よ り 外 部 も 摩 擦 低 下 被 膜 で 覆 う こ と が で き 、 か か る 被 膜 と し て は
親 水 性 被 膜 の ほ か に ヘ パ リ ン 添 加 被 膜 が あ る が 、 そ れ 以 外 の 医 学 的 に 有 益 な 表 面 処 理 を 施
す こ と も で き る 。
　 ２ ． 　 泌 尿 器 鞘 部 材 ： 　 本 発 明 の 方 法 に よ っ て 、 異 な る 泌 尿 器 鞘 部 材 を 製 造 す る こ と が
で き る が 、 例 え ば 、 尿 管 鞘 部 材 、 尿 道 お よ び 膀 胱 接 近 用 鞘 部 材 、 腎 臓 接 近 用 鞘 部 材 な ど 、
多 様 な 処 置 手 順 の た め に 内 視 鏡 を 向 か わ せ る た め に 修 正 を 加 え ら れ た も の が 挙 げ ら れ る 。
　 ３ ． 　 尿 管 ス テ ン ト ： 　 こ れ ら は 本 発 明 の プ ロ セ ス で 作 成 す る こ と が で き 、 薄 壁 、 高 い
柱 強 度 、 卓 越 し た 可 撓 性 を 備 え て い る 点 で 有 益 で あ る 。 泌 尿 器 科 関 係 で は あ り ふ れ た 知 識
で あ る が 、 薄 く て 可 撓 性 に 富 む ス テ ン ト は 患 者 に と っ て は 快 適 で あ る が 、 医 者 が 設 置 す る
に は 難 易 度 が 高 く な る 。 よ り 大 型 で 剛 性 の 高 い ス テ ン ト は 設 置 す る の が 簡 単 で あ る が 、 患
者 に は 不 快 で あ る 。 本 発 明 の ス テ ン ト は 、 小 型 と 可 撓 性 の 両 方 を 兼 備 し 、 し か も 尚 、 固 有
の 柱 強 度 の せ い で 設 置 が 簡 単 で あ る 。
　 ４ ． 　 套 管 針 カ ニ ュ ー レ ： 　 こ れ ら は 非 常 に 薄 壁 に 作 る こ と が で き 、 し か も 、 可 撓 性 に
富 み （ ま た は 、 可 撓 性 が な い ） 、 捩 れ や 圧 縮 に 対 す る 耐 性 を 高 め る こ と が で き る 。 こ れ は
、 コ イ ル の 代 わ り に 編 組 構 造 体 を 使 っ た 本 発 明 の 接 着 プ ロ セ ス ま た は 溶 着 プ ロ セ ス に よ り
達 成 す る こ と が で き る 。 ま た 別 な 観 点 で は 、 カ ニ ュ ー レ 鞘 部 材 を 、 最 初 は カ ニ ュ ー レ そ れ
自 体 よ り 先 に 挿 入 す る こ と が で き る よ う に し た 折 り 畳 み 構 造 に す る こ と が で き る 。
　 ５ ． 　 吸 引 ／ 潅 注 （ S/I） 管 材 ： 　 先 行 技 術 の Ｓ ／ Ｉ 管 材 は 目 下 の と こ ろ Ｐ Ｖ Ｃ か ら 作
成 さ れ て お り 、 壁 が 非 常 に 厚 い た め 、 真 空 下 で 管 が 捩 れ た り 、 崩 壊 す る の を 防 止 す る 。 本
発 明 の プ ロ セ ス を 利 用 し た 場 合 、 次 の よ う な 利 点 が 達 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 管 材 は 捩 れ 耐
性 が あ る が 、 壁 厚 が 薄 く 、 よ っ て 、 軽 量 と な り 、 経 費 も 環 境 に 配 慮 せ ず と も Ｐ Ｖ Ｃ に 匹 敵
し 、 従 っ て 、 使 用 さ れ る 可 塑 材 の 全 体 量 も 低 減 で き る 。 目 下 の と こ ろ 、 Ｓ ／ Ｉ 管 材 は 、 そ
こ に １ ポ ン ド ま た は ２ ポ ン ド の Ｐ Ｖ Ｃ 管 材 を 含 ん で い る 。 本 発 明 の Ｓ ／ Ｉ 管 材 は 可 塑 材 の
全 重 量 を 約 １ ０ 分 の １ ポ ン ド に ま で 低 減 し 、 医 者 が よ り 簡 単 に 使 用 す る こ と が で き る よ う
に な っ て い る 。 更 に 、 潅 注 管 材 の ワ イ ヤ は 電 気 式 加 熱 に よ り 、 流 体 が 患 者 の 体 内 に 導 入 さ
れ た 際 に 、 流 体 の 温 度 を 体 温 ま た は そ れ に 近 い 温 度 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ６ ． 　 通 気 管 ： 　 こ の 管 材 を 使 用 し て 腹 腔 鏡 外 科 手 術 用 の 二 酸 化 炭 素 ガ ス を 搬 送 す る が
、 Ｓ ／ Ｉ 管 材 と 幾 つ か 同 じ 問 題 が あ る 。 よ り 軽 量 で 可 塑 材 廃 棄 率 の 低 い 管 材 を 作 る こ と が
で き 、 壁 の 中 の 加 熱 素 子 は 、 体 温 と 同 じ ガ ス が そ れ よ り 低 温 ガ ス の 代 用 と し て 導 入 す る こ
と が で き る よ う に す る こ と に よ り 、 患 者 に 利 益 と な る 。
　 ７ ． 　 真 空 管 材 ： 　 本 発 明 の プ ロ セ ス は 、 医 療 状 況 で あ れ 、 医 療 状 況 以 外 で あ れ 、 ど の
よ う な 状 況 に つ い て も 有 益 で あ る が 、 こ の 場 合 、 真 空 管 材 が 薄 壁 に さ れ て 、 更 に 好 ま し く
は 、 捩 れ 耐 性 を 有 し て い る 必 要 が 存 在 す る 。 こ の プ ロ セ ス を 利 用 し て 、 薄 壁 の 圧 力 管 材 を
製 造 す る こ と も で き る 。
　 ８ ． 　 分 離 鞘 部 材 導 入 装 置 ： 　 本 発 明 の プ ロ セ ス は 、 修 正 す る こ と に よ り 、 分 離 鞘 部 材
導 入 装 置 を 作 成 す る こ と が で き る 。 ワ イ ヤ 押 出 し 成 形 材 を 特 殊 心 棒 の 上 に 巻 き つ け て 、 心
棒 の 各 側 の 半 円 形 の 管 材 を 作 っ て か ら 、 分 離 鞘 部 材 を 一 緒 に 溶 着 ま た は 接 着 す る こ と が で
き る 。
　 ９ ． 　 気 管 切 開 用 管 材 ： 　 薄 壁 の 捩 れ の な い 気 管 切 開 用 管 材 は 、 本 発 明 の プ ロ セ ス の 利
益 に あ ず か っ て い る 。 バ ル ー ン で 一 杯 に な っ た 管 腔 を 呼 吸 用 管 と 一 緒 に 容 易 に 溶 着 ま た は
接 着 さ せ る こ と が で き る 。 同 じ 利 点 が 、 緊 急 時 に 使 用 さ れ る ク リ コ シ ロ デ ク ト ミ ー （ cryc
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othyrodectomy） 管 材 に 適 用 さ れ る 。
　 １ ０ ． 　 挿 管 用 管 材 ： 　 挿 管 用 管 材 は 非 常 に 壁 が 薄 く 、 捩 れ 耐 性 も 高 く 、 こ の こ と で 、
気 管 が 圧 迫 状 態 に な っ て し ま う 小 児 科 症 状 や そ の 他 の 事 例 で 特 に 、 こ の 種 の 装 置 が 広 く 役
立 つ こ と に な る 。 可 撓 性 を 付 与 す る こ と え 、 鼻 腔 管 材 と し て も 理 想 的 に な る だ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ １ ． 　 Ｇ ‐ 管 材 ／ Ｊ ‐ 管 材 ： 　 消 化 管 用 管 材 お よ び 空 腸 造 痩 管 材 を 使 っ て 、 恒 久 給 餌
を 行 え る う え に 、 同 様 に 、 小 さ い 径 、 挿 入 時 の 高 い 柱 強 度 、 安 全 性 を 求 め た 捩 れ 耐 性 か の
恩 恵 に あ ず か れ る 。
　 １ ２ ． 　 Ｅ Ｒ Ｃ Ｐ カ テ ー テ ル ： 　 体 外 逆 方 向 性 胆 管 膵 臓 造 影 カ テ ー テ ル は 非 常 に 長 い カ
テ ー テ ル で 、 通 例 は 、 胆 嚢 管 の 胆 石 を 治 療 す る た め に 使 用 さ れ る 。 こ れ ら は 、 高 い 柱 強 度
や 薄 い 壁 厚 に 加 え て 、 高 い 捩 れ 耐 性 の 恩 恵 に あ ず か る 。
　 １ ３ ． 　 内 視 鏡 シ ャ フ ト ： 　 可 撓 性 に 富 み 、 操 舵 可 能 な 内 視 鏡 が 必 要 と す る シ ャ フ ト は
、 内 部 部 材 を 良 好 に 保 護 す る ば か り で な く 、 領 域 ご と に 可 撓 性 が 異 な る う え に 、 全 体 で 良
好 な 柱 強 度 を 示 す 必 要 が あ る 。 こ の シ ャ フ ト は ま た 、 複 数 の 管 腔 を 収 容 す る 必 要 が あ る 。
　 １ ４ ． 　 廃 液 管 ： 　 廃 液 管 や 吸 引 管 も 薄 い 壁 、 軽 量 、 お よ び 、 捩 れ 耐 性 の 利 益 に あ ず か
る 。
　 １ ５ ． 　 ガ イ ド カ テ ー テ ル ： 　 心 臓 病 額 で 心 臓 動 脈 に 接 近 す る た め に 広 く 使 用 さ れ る ガ
イ ド カ テ ー テ ル は 、 注 意 深 い 設 計 に よ り 、 形 状 、 硬 度 、 操 作 自 在 性 、 ト ル ク 強 度 、 捩 れ 耐
性 な ど の 多 様 な 設 計 基 準 に 適 う も の で あ る 。 こ れ ら は 平 滑 か つ 非 塞 栓 性 で な け れ ば な ら な
い 。 本 発 明 の 接 着 プ ロ セ ス お よ び 溶 着 プ ロ セ ス は 、 こ れ ら 装 置 を 構 築 す る 際 の 良 い 基 本 と
な る 。 シ ャ フ ト の 長 尺 部 に 沿 っ て 比 較 的 硬 質 の 部 材 を 設 け る こ と に よ り 、 ま た は 、 ワ イ ヤ
上 に 押 出 し 成 形 す る の に 使 用 さ れ る 可 塑 材 を 変 え る こ と に よ り 、 ト ル ク 強 度 ま た は ト ル ク
性 能 は 本 発 明 の 装 置 で 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ ６ ． 　 水 頭 症 シ ャ ン ト ： 　 脳 室 か ら 過 剰 な 水 頭 液 を 廃 液 す る た め に 使 用 さ れ る 、 こ の
よ う な シ ャ ン ト に 関 わ る 、 あ り ふ れ た 問 題 と し て 、 か か る シ ャ ン ト が 捩 れ る 可 能 性 が あ り
、 適 切 な 廃 液 を 阻 害 す る 場 合 が あ る 点 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ は 、 修 正 を 必 要 と す る し 、 ま た
は 、 患 者 の 不 快 を 増 す だ け で あ り 、 感 染 の 機 会 も 増 え る 可 能 性 が あ る 。 本 発 明 の プ ロ セ ス
に 従 っ て こ れ ら シ ャ ン ト の 各 部 を 製 造 す る こ と に よ り 、 崩 壊 耐 性 と 捩 れ 耐 性 の あ る シ ャ ン
ト を 作 る こ と が で き る よ う に な る 。
　 １ ７ ． 　 ガ イ ド ワ イ ヤ ： 　 泌 尿 器 学 や 放 射 線 学 を 含 む 多 数 の 応 用 例 で ガ イ ド ワ イ ヤ が 使
わ れ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ は 通 常 は 密 に 巻 か れ た ス テ ン レ ス 鋼 の ば ね を 使 っ て 構 築 さ れ て か ら
、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） ま た は 可 塑 材 で 被 覆 す る こ と に よ り 潤 滑 性 を 得 る 。 こ れ ら の 長 さ
は 通 例 は ２ フ ィ ー ト か ら ６ フ ィ ー ト で あ り 、 直 径 は 約 １ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 こ の よ う な 構 造
は 、 本 発 明 の プ ロ セ ス を 利 用 し て 製 造 す る こ と が で き る 。
　 １ ８ ． 　 血 管 再 形 成 バ ル ー ン お よ び 拡 張 バ ル ー ン ： 　 こ れ ら の バ ル ー ン が 設 置 さ れ る カ
テ ー テ ル は 、 ３ フ ィ ー ト 以 上 の 長 さ に 亘 っ て 15気 圧 以 上 程 度 の 遷 移 能 力 を 必 要 と す る 。 こ
こ で も ま た 、 優 れ た 柱 強 度 を 備 え た 補 強 さ れ た 薄 壁 の 利 点 が 非 常 に 役 に 立 つ 。
　 １ ９ ． 　 血 管 グ ラ フ ト ： 　 多 様 な グ ラ フ ト 設 計 が 広 く 利 用 さ れ て お り 、 こ れ ら の 具 体 例
と し て 、 大 動 脈 不 ラ フ と 、 透 析 グ ラ フ ト 、 バ イ パ ス グ ラ フ ト 、 動 脈 グ ラ フ ト な ど 、 抹 消 血
管 の 多 様 な 部 位 に 適 用 す る 多 数 の 設 計 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は 全 て 、 捩 れ 耐 性 や 崩 壊 耐 性
の ほ か に 、 優 れ た 可 撓 性 の 恩 恵 に あ ず か る 。 多 様 な 被 膜 や 表 面 加 工 例 も 適 用 す る こ と が で
き る 。
　 ２ ０ ． 　 胆 管 造 影 カ テ ー テ ル ： 　 胆 管 に 造 影 媒 体 を 搬 送 す る た め に 使 用 さ れ る カ テ ー テ
ル は 、 捩 れ 耐 性 と 薄 壁 の 互 い に 矛 盾 し 合 う 要 件 が 妥 協 を 必 要 と す る せ い で 、 使 用 す る の が
困 難 で あ る 。 壁 が 非 常 に 薄 い う え に 捩 れ 耐 性 を 保 て る 本 発 明 の 管 材 は こ れ に は 当 て は ま ら
な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ２ １ ． 　 血 管 塞 栓 摘 出 ／ 塞 栓 切 除 カ テ ー テ ル ： 　 こ れ ら 小 径 の カ テ ー テ ル は 血 餅 を 排 除
す る た め に バ ル ー ン が 設 け ら れ て お り 、 塞 栓 切 除 術 の 場 合 は 、 カ テ ー テ ル は ば ね 性 本 体 部
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が 設 け ら れ て 、 本 発 明 の プ ロ セ ス を そ の 本 質 に 適 合 さ せ る こ と が で き る 。 塞 栓 摘 出 カ テ ー
テ ル に つ い て は 、 こ の カ テ ー テ ル は 小 さ い プ ロ フ ァ イ ル 、 大 き く な っ た 膨 張 管 腔 、 お よ び
、 大 き く な っ た ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 な ど の 恩 恵 を 得 る こ と が で き る 。
　 ２ ２ ． 　 中 心 静 脈 カ テ ー テ ル ： 　 こ れ ら の カ テ ー テ ル は 装 置 の 近 く に 設 置 さ れ て 、 鎖 骨
下 静 脈 や 腕 頭 静 脈 の い ず れ か を 通 っ て 上 位 大 静 脈 に 接 近 す る 。 こ の カ テ ー テ ル は 、 と り わ
け 、 腎 臓 疾 患 の 事 例 の 緊 急 治 療 に 使 わ れ る 。 こ の よ う な カ テ ー テ ル は ２ 本 ～ ３ 本 の 管 腔 を
設 け て 構 築 さ れ る こ と が 多 く 、 血 液 を 迅 速 に 抜 き 取 っ て は 戻 す 能 力 を 必 要 と す る 。 こ れ ら
が 本 発 明 の プ ロ セ ス か ら 得 る 利 点 は 、 壁 が よ り 薄 く 作 ら れ 、 流 れ を 増 大 さ せ ら れ る こ と 、
或 い は 、 プ ロ フ ァ イ ル を 低 減 で き る こ と 、 そ の 両 方 の 点 で あ る 。 こ れ ら の カ テ ー テ ル は ほ
ぼ 捩 れ る こ と が な く 、 挿 入 時 の 支 援 を 行 う 、 優 れ た 柱 強 度 を 備 え て い る 。 本 発 明 の プ ロ セ
ス は 広 く 使 用 さ れ る 被 膜 に 全 く 干 渉 す る こ と が な く 、 超 音 波 に よ り 、 よ り 効 能 が あ が る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 前 段 の 開 示 と 説 明 は 例 示 と 具 体 例 で あ り 、 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 せ
ず に 、 寸 法 、 形 状 、 素 材 を 多 様 に 変 更 す る こ と が で き る ば か り か 、 例 示 の 構 成 の 細 部 の 変
更 も 多 様 に で き る 。 こ の よ う な 理 由 か ら 、 上 述 の 説 明 は 本 発 明 を 限 定 す る も の と 解 釈 す る
べ き で は な く 、 好 ま し い 実 施 形 態 の 単 な る 具 体 例 に す ぎ な い も の と 理 解 す る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 、 或 る 長 さ の 医 療 管 材 を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 管 材 の 、 連 続 し て 配 置 さ れ る こ と に な る １ 個 の 可 塑 リ ン グ を 例 示 し た 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の プ ロ セ ス に 従 っ て 形 成 さ れ る 本 発 明 の 医 療 管 材 を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 複 合 管 材 が 真 っ 直 ぐ な 状 態 で あ る の を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 複 合 管 材 が 曲 が っ た 状 態 で あ る の を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の 複 合 管 材 を 例 示 し た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 別 な 実 施 形 態 に 従 っ て 曲 げ 偏 倚 を 備 え た 管 材 を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 曲 げ 偏 倚 を 備 え た 、 図 ７ の 管 材 の 端 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の ま た 別 な 実 施 形 態 に よ る 、 ワ イ ヤ リ ン グ で 補 強 さ れ た 管 材 が 真 っ 直 ぐ な
状 態 で あ る の を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の ワ イ ヤ リ ン グ で 補 強 さ れ た 管 材 が 曲 が っ た 状 態 ま た は 円 形 の 状 態 で あ る
の を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ の ワ イ ヤ リ ン グ で 補 強 さ れ た 管 材 の 端 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ （ ａ ） 】 本 発 明 の ま た 別 な 実 施 形 態 に 従 っ て 、 直 径 が 変 動 す る 管 材 を 例 示 し た 斜
視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ （ ｂ ） 】 本 発 明 の ま た 別 な 実 施 形 態 に 従 っ て 、 直 径 が 変 動 す る 管 材 を 例 示 し た 斜
視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ （ ａ ） 】

【 図 １ ２ （ ｂ ） 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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に離隔して溶着されてもよい。発明の別な局面では、医療管材は、管状構造体を制御するための二次管腔と引張りワ
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てもよい。
【選択図】図１

(27) JP 2007-524480 A 2007.8.30



专利名称(译) 具有可变特性的医用管状材料及其制造方法

公开(公告)号 JP2007524480A 公开(公告)日 2007-08-30

申请号 JP2006551162 申请日 2005-01-12

[标]申请(专利权)人(译) 应用医疗资源

申请(专利权)人(译) 应用医疗Risoshizu公司

[标]发明人 ブルスタッドジョンアール
ヒラルセッドエス
ヒラルネイビル
ハートチャールズシー
ジョンソンゲアリーエム
ヒラルセリーン
サカキネガッサン
ガッドベリードナルドエル
ピングルトンエドワードディー
ペトリムマシューエヌ
アドルパーヴァーパヤム
ハドレーカールビー
ヴューケニスケイ

发明人 ブルスタッド ジョン アール
ヒラル セッド エス
ヒラル ネイビル
ハート チャールズ シー
ジョンソン ゲアリー エム
ヒラル セリーン
サカキネ ガッサン
ガッドベリー ドナルド エル
ピングルトン エドワード ディー
ペトリム マシュー エヌ
アドルパーヴァー パヤム
ハドレー カール ビー
ヴュー ケニス ケイ

IPC分类号 A61M25/00 A61M25/01 A61M25/08 A61F2/84 A61M5/14 A61M16/04 A61M1/00 A61J15/00 A61B17/00 
A61B1/00 A61B17/34

CPC分类号 A61B1/0011 A61B1/0055 A61B17/3421 A61B2017/003 A61M25/0012 A61M25/0043 A61M2025/0034 
A61M2025/0037 A61M2039/082

FI分类号 A61M25/00.306.B A61M25/00.304 A61M25/00.309.B A61M25/00.405.H A61M25/00.450.R A61M29/02 
A61M5/14.365 A61M16/04.Z A61M1/00.510 A61M1/00.580 A61M1/00.520 A61J15/00.A A61B17/00.
320 A61B1/00.310.A

F-TERM分类号 4C047/NN14 4C047/NN16 4C060/MM25 4C060/MM26 4C060/MM27 4C061/DD03 4C061/FF25 4C061
/JJ01 4C061/JJ03 4C066/AA03 4C066/AA05 4C066/AA07 4C066/BB02 4C066/CC01 4C066/FF01 
4C077/AA16 4C077/AA19 4C077/AA20 4C077/DD21 4C077/KK25 4C077/PP08 4C077/PP16 4C077
/PP19 4C077/PP24 4C167/AA02 4C167/AA03 4C167/AA05 4C167/AA28 4C167/AA32 4C167/AA39 
4C167/AA46 4C167/AA50 4C167/AA77 4C167/BB03 4C167/BB10 4C167/BB14 4C167/BB26 4C167
/BB40 4C167/BB43 4C167/BB52 4C167/CC07 4C167/CC08 4C167/CC12 4C167/CC20 4C167/CC21 
4C167/CC23 4C167/CC26 4C167/FF01 4C167/GG02 4C167/GG03 4C167/GG04 4C167/GG21 4C167
/GG34 4C167/HH03 4C167/HH04 4C167/HH08 4C167/HH17 4C167/HH18

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/bb1bcded-9158-428e-b331-3edd8e96a37b


优先权 10/766138 2004-01-28 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明主要涉及一种适于插入身体组织或腔体的医用管子以及沿着管子
的长度制造管子的不同变型的方法。该管包括多个单独的，离散的，大
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性环形元件的组合。在本发明的另一个方面，医用管还可包括第二内腔
和拉线以控制管状结构。在本发明的另一个方面，环形元件的直径和/或
组成可以在管状结构的不同部分或部分中变化。

https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034795602/publication/JP2007524480A?q=JP2007524480A

